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1. はじめに 

 地震大国といわれる日本では数多くの地震が

発生している。地震が発生することによって、

民間企業や社会インフラは事業を継続できなく

なったり、事業を縮小したりと、その被害は甚

大なものになる。 

 この状況の中で BCM（Business Continuity 
Management：事業継続マネジメント）という

手法が注目を集めいている。現在、日本では企

業の BCM に対する関心は高まっているものの、

十分に普及しているとは言えない。その背景に

は、BCM を策定してもそれらが役立つのか、検

討は十分なのかの検証が難しいという問題があ

るからである。特に、災害時にどのような状況

が発生するのかについての知見が少なく、検討

に不安が残ることが多い。 

 そこで本研究では災害の進展に関するシナリ

オシミュレータを構築し、実際の事例を併用し

て、災害が発生した際に企業においてどのよう

に状況が発生・進展するのかを模擬し、企業が

BCM の検討を十分に行える環境の整備を目指す。

これによって、より現実的な BCM を実現できる。 

 

2. BCM に関して 

2.1 BCM とは 

本システムでは、BCM を支援する。BCM は、

自然災害やテロなどの不測の事態に対して、企

業の事業継続をはかるための方針や手続きを策

定する活動のことである。また、BCM は BCP
（Business Continuity Plan:事業継続計画）と

いわれる計画に基づいて推進される。BCP はあ

くまで計画であるので、状況の変化や知識の蓄

積に応じて定期的に改善・向上させていく必要

がある。BCM に取り組むことの効果を図１に示

す。BCM に取り組むことによって、被災後も事

業レベルを許容範囲内で保つことができ、すば

やく復旧していることがわかる。 

 

 
図 1  BCM を導入することによる効果[1] 

 

2.2 BCM の現状 

前節でも述べたように BCP を定期的に見直す

ことで、BCP をより実効あるものにすることが

できる。しかし、図 2 に示すように、これを実

践している企業は十分にあるとは言えない。そ

のため、BCP の実効性に疑問が生じるのである。 

 
図 2  BCP に関する教育・研修実施回数[2] 

 

2.3 BCM 関連研究 

BCM を支援する工学的研究についてはまだ未

着手の部分が多く、十分とはいえない。 

 BCM を想定した研究例としては、想定した状

況における特定の場所や周辺の一次被害状況を

シミュレーションし、それに基づいた対策を考

え、その対応から、新たに問題を提示する震災

緊急対応シナリオシミュレータがある[3]。 

 

3. システム 

3.1 システム概要 

Proposal of BCM evaluation method based on 
disaster scenario simulation 
Ryuhei Kaneko and Yoshio Nakatani: College of 
Information Science and Enginnering, Ritsumeikan 
University 
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 従来のシミュレーション研究では災害時のあ

る一部分に関しての災害シミュレーションを行

うことはできるが、災害全体の流れのイメージ

をつかむことは難しい。本研究では、災害全体

のイメージをつかみ、自社の BCM を評価するこ

とを目的としたシステムを提案する。 

以下に機能の詳細について述べる。 

 

3.1.1 災害進展シミュレーション機能 

 本機能は、BCM に基づいた災害対策支援機能

を参考に構築されている。時間、場所、立地条

件を元に災害の進展を予測し、シミュレーショ

ン結果をガントチャートで表示する。また、そ

の際にはそれぞれの事象の因果関係を明示する。

例えば、パソコンが破損したことにより、メー

ルの確認ができず、事態の把握が難しくなる。

この機能によって、災害の進展状況をイメージ

しやすくなる。システムは災害時の事象の進展

に関するシナリオをデータとして持っているが、

それぞれの事象がどの程度の期間つづくかなど

の時間情報は持っていない。時間についてはユ

ーザが指定できるようにした。図３にシステム

の画面表示例を示す。 

 

 
図 3  システムの画面表示例 

 

3.1.2 対策・事例提示機能 

 災害進展シミュレーションでは、災害の進展

状況を把握することができる。しかし、それだ

けでは、未経験の事態にどのような対策を立案

してよいのかが不明確である。そこで、本機能

は前節で行ったシミュレーションの結果から任

意の事象を選択すると、被害やその原因、一般

的な対策に関する情報を提示することができる。

これによって、被災による自社の被害想定や

BCM の改定を支援する。 

 

3.1.3 事象関連提示機能 

 本機能はデータベースに登録されている災害

事象の進展状況をグラフ表示する。これにより、

事象間のつながりを可視化でき、理解を促進で

きる。 

 

3.2 開発環境 

シ ス テ ム を Windows PC 上 に Java 、

PostgreSQL を用いて実装した。Java はシステ

ム を 動 作 さ せ る 上 で 、 ど の 計 算 機 の

OS(Operating System)にも依存することなく使

用でき、PostgreSQL は GUI による操作が可能

で、データベースを容易に編集できるためであ

る。また、図 4 にシステムアーキテクチャを示

す。 

 
図 4  システムアーキテクチャのイメージ図 

 

4. あとがき 

 今回のシステムでは災害進展シミュレーショ

ンを行うことで、BCM 改定を試みた。今後はそ

れぞれの企業で策定している BCM とシミュレー

タをリンクさせ、BCM の評価・改善を容易にし

たい。また、事例の充実をさせ、より現実的な

シミュレーションを行っていきたい。 
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